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1.はじめに 
  放射性廃棄物処分施設を構成するセメント系材料には、核種閉じ込め機能を担う人工バリアとしての機能と、

放射性廃棄物の特性に応じた長期耐久性が期待されている。この中で、セメントから水酸化カルシウム等の溶

脱による、セメント系材料自体の性能（低透水性、耐力等）の低下、周辺バリアへの影響が懸念されている。この

現象を評価し、合理的な設計・安全評価を行うには、セメントの溶脱メカニズムを解明することが重要である。一

方、セメント溶脱現象に対しては、各種試験法が存在するものの、必ずしもその妥当性を吟味して実施されてい

るものではない。セメント溶脱現象を評価するために、現在主に用いられている試験方法には、①溶解法、②浸

漬法、③通水法、④通電法がある。本研究では、放射性廃棄物処分施設のように、保守・補修の困難な地中構

造物におけるセメント溶脱現象を評価する上で、適切な試験法を選定するために、既往の知見を整理するととも

に、統一された試験条件で各種試験法による溶脱試験を実施し、試験結果の相異に基づいて各種試験法の

溶脱現象評価の上での位置付けを取りまとめたものである。 凡例 
■：浸漬法 1)、○：溶解法 2)、●：溶解法 3) 
△：通水法 4)、▲：通水法 5)、 
●、＊：浸漬法（ブロック状試料）6),7) 

             
2.既往の知見 
  試験方法による影響を検討するために、組成の影響を 
含まないように普通ポルトランドセメントを試料として用いた 

実験結果 1)-7)のデータを整理した。調査結果に基づき、セ 

メント粉末試料を用いた場合の①溶解法、②浸漬法、③通 
水法における作用水量/試料重量（以下「液固比」と記す） 

と Ca 濃度の関係を図-1 に示す。 

Ca 濃度は液固比が大きくなるに従って上昇し(①)、液 

固比 1～3 程度から、約 20～25mmol/l で一定となり（②）、 

液固比 100 以上で再び低下する(③)傾向が見られた。こ              
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の変化は①試料中のアルカリ金属の溶脱、②水酸化カル         図-1 

シウムの溶脱、③C-S-H ゲルの溶脱に対応している。          Ca 濃度と

試験方法が溶解法、浸漬法、通水法と異なった場合も、 

Ca 濃度の変化の傾向は一致しており、試験方法による差は見られなかった。す

データを取得する上では、粉末試料を用いる限りでは通電法以外の試験法であ

 
3.実験概要 
 普通ポルトランドセメントを用いて、水セメント比（以下「W/C」と記す）100％のペ
体の作製方法は、30℃の環境下でブリーデイングが生じないように凝結時間が
す方法とした。その後、50℃恒温槽内で 56日間水中養生した。試験法は以下
①浸漬法：10×10×2.5mm、試験体重量に対する接触水重量を 500 倍に設
30×20mm、試験体重量に対する総通水重量を 500 倍に設定、13 週まで
50mm、電位勾配を 10V/cm に設定、13週間の設置した。液相組成は、0.45μ
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 を 1N塩酸酸性に調整し、ICP発光分析装置を用いて、Ca元素を測定した。 
 
4.試験結果 
 図-2,3,4 に各種溶脱試験で得られた液相分析結果 

を示す。この結果から、浸漬法および通水法は、既往 

の知見と同様の液相濃度プロファイルを示していること 

がわかる。一方、通電法は、各種イオン濃度ともに全く 

異なった濃度プロファイルであることがわかる。これは、 

通電法で得られる液相データは溶脱挙動の解析に適 

用するには不適であることを示している。通電法がこの 

ような異なった濃度プロファイルを示す理由としては、 

電位勾配をかけているため、陽極側にはセメント中の 

陰イオンが、陰極側には陽イオンが溶脱するためである。 
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図-2 浸漬法における浸漬期間と Ca溶脱濃度の関係
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5.まとめ 
 同一条件のセメントペースト硬化体を用いて、浸漬法、通水法、通電法の 3種類で得
較を行った。その結果、浸漬法、通水法では既往の知見とほぼ同様のデータが取得で

通電法は全く異なった挙動を示すことが確認された。そのため、セメント溶脱における液

ンの挙動を把握するには、浸漬法、通水法あるいは溶解法が適切であると考えられる

社による電力共通研究において実施したものである。 
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図-3 通水法における接触水量比と Ca溶脱濃度の関係 図-4 通電法における接触水量比と Ca溶脱濃度の関
られた液相分析結果の比
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